
かぬまふるさと大使の紹介
ecoの環

「鹿沼市立地適正化計画」を知っていますか
令和３年度鹿沼市消防表彰

令和４年度鹿沼市ごみ収集分別ごみカレンダー（４～９月分）
新型コロナウイルスワクチン　追加接種を実施しています

新型コロナ関連情報はこちら▶

徹底してください！
“３密避けて

マスクと手洗い”

茂呂山（13ページに関連記事があります）

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（18 ページ）
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全国･世界で活躍中！ かぬまふるさと大使の紹介

　鹿沼市では、市出身または市にゆかりがあり、経済・文化・教育・芸術・スポーツ・芸能等のさまざまな分野で活
躍している皆さんを「かぬまふるさと大使」に委嘱し、市の魅力を全国･世界へ広くＰＲしてもらっています。現在、
２５名が大使として活躍しています。（五十音順）

鹿沼営業戦略課いちご市プロモーション係　☎(63)0154
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　東京２０２０オリン
ピックのクレー射撃
女子スキート競技
に出場した石原奈
央子さんの慰労会
が市役所で行われ
ました。

２０２１年９月

２０２２年１月

２０２１年６月

２０２１年６月

２０２１年５月

２０２１年１１月

２０２１年８月

２０２１年１１月

　「鹿沼市２０祭
２０２２」のサプライ
ズ企画として、抽選
で当選した方に、須
田恵司さんが似顔
絵を描きました。

　ＴＫＣいちごア
リーナで平野早矢
香卓球大会が開催
され、平野さんが
選手を激励しまし
た。

　サンエコ自然の
森サッカー場で和
久井秀俊サッカー
スクールが開催さ
れ、和久井さんが
子どもたちを指導
しました。

　渡辺一馬さんが
市長を表敬訪問し、
２０２１ＭＦＪ全日本
ロードレース選手
権シリーズで、チャ
ンピオンになったこ
とを報告しました。

　「鹿沼マンガ・イ
ラスト協会」の設立
総会で高口里純さ
んが講演を行いま
した。

　市立清洲第二小
学校で「宇都宮ブ
リッツェン」による
自転車安全教室が
実施され、小野寺
玲さんが指導しま
した。

東京オリンピック出場慰労会

２０祭似顔絵プレゼント

卓球大会で激励

サッカースクールで指導 ロードレース選手権チャンピオン報告

自著を図書館に寄贈

鹿沼マンガ・イラスト協会で講演

自転車安全教室で指導

か
ぬ
ま
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
こ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　水樹涼子さんか
ら新作の歴史小
説『「聖なる衝動」
外伝―小説・勝道
上人の生きた時代
―』を図書館に寄
贈いただきました。
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ＺＥＨ(ゼッチ)を知っていますか？

ＮＯ.16ｅ
エ コ

ｃｏの環
わ

　ＺＥＨ(ゼッチ)とは、「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」の略称で、下の①～③により年間のエネルギー消費
を実質±０にする住宅のことです。

　野外でごみを燃やす「野焼き」行為は、有害物質が出る
だけでなく、煙の臭い、火事の恐れがあるなど近所迷惑に
なります。
　「ご近所だから言いにくい」「言ってトラブルが嫌」という
人が多くいます。ひょっとすると野焼きをする人は、直接言
われていないから迷惑行為じゃない、と誤解していませんか？
※野焼きは違法行為で、「５年以下の懲役、１，０００万円以下
　の罰金、または両方」の罰則が科せられます。
　野焼きは絶対に行わないでください。

　空き地に雑草が生い茂ると、害虫の発生
や不法投棄・犯罪・火災などが起こりやすく
なります。また、ご近所トラブルの原因とも
なります。
　土地を所有・管理している人は、定期的に
除草や清掃を行い、常にきれいな状態に保
つようお願いします。

①住宅の断熱性・気密性を高める

環境に配慮した快適で安全な住宅の実現が見込めます。
おうち時間で地球に優しいエネルギーの使い方を考えてみましょう。

②省エネ家電への買い替え ③太陽光発電等による自家発電

･・かぬまの環境を地域と共にはぐくむ・･

環境課環境保全係　☎（６５）１０６４

「野焼き」はダメ！！ 空き地の雑草は
　　　　刈り取りましょう

　「ｅｃｏの環」へのご意見、ご要
望がありましたら、環境課環境
政策係（☎（64）3194）までお寄
せください。

災害時にも
自家発電があると
安心だよね！

環境課環境政策係　☎（64）3194
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「地域の資源を活かした交流を！」 
下沢引田農村公園ふれあいみどりの村

　「下沢引田農村公園ふれあいみどりの村」は、
下沢引田地区の地域資源を活かした住民との
交流、自然環境の保全や地域の活性化を目的
として、平成１７年７月に設立されました。現在、
地域住民約４０人が所属しています。
　主な活動として、地域の小学校や都市部と
の交流事業や地域の活性化、下沢引田農村
公園の管理および景観整備活動などを行って
います。
　特に力を入れて取り組んでいることは、地域
の子どもたちと行う田植え体験、生きもの観
察会、収穫祭などの「田んぼの学校」活動です。
　こうした活動は、子どもたちが生態系や環境
保全への興味や関心を持つきっかけとなり、さ
らには地域住民同士のコミュニケーションを深
める機会にもなっています。
　これからも、地域の資源である「緑・食・人」
を大切に守り育む活動に取り組んでいきます。

市内で環境の保全や美化に取り組む団体・企業などを紹介します。

お世話になった自転車は放置ではなくリユースを！

　鹿沼市では、駅前などに放置されてしまう自転車が多
く見られ、大きな問題になっています。通学などでお世
話になった自転車が、まだ走行可能であれば、リユース
(再利用)しましょう。
　鹿沼市外に在住でも、市内の高校に通っていた方で
あれば、卒業年度およびその翌年度５月末日までは、居
住地を問わず、市環境クリーンセンターに持ち込むこと
ができます。持ち込みの際は、学生証の提示が必要です。
詳しくは、廃棄物対策課までご連絡ください。
※	自転車の防犯登録の抹消は、環境クリーンセンターで
行いますので、本人(所有者)の手続きは不要になり
ます。

環境活動者
紹介コーナー

▲生きもの観察会

▲収穫体験

廃棄物対策課廃棄物対策係　☎（64）3241
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鹿沼市の人口推計と年齢階層別人口の構成割合の推移
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資料：令和２年国勢調査〈総務省統計局〉、
〉所究研題問口人・障保会社立国〈）計推年０３成平（口人計推来将別域地の本日 　　
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人口減少・超高齢化社会の到来－立地適正化計画の背景－
本市の人口は、2000（平成12）年をピーク
に減少し続けており、2045（令和27）年には、
2015（平成27）年から約30％減少すると予想さ
れています。また、65歳以上の老年人口が人口
全体の4割を超えると予想されています。
市では、人口減少・超高齢化社会に対応した持
続可能なまちづくりを推進するため「コンパク
トシティ・プラス・ネットワーク」を掲げ、「いつ
までも暮らしやすいまち」を目指しています。

「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」とは

コンパクトシティ
人や商店等が郊外に広がる
ことを抑え、それらが一定の
エリアに集まる拠点を形成し、
人口が減少しても身の回りで
用事を済ますことができる利
便性の高いまち

ネットワーク
超高齢社会の進
行を見据え、「地域
拠点」間を結ぶ公
共交通等

プラス

Qどうして「コンパクトシティ」を目指すの？

Ａ利便性を向上し、「住み続けられるまち」を目指すためです。
�　人口減少が進み、まちの人口密度が低下すると、利用者の減少
によるお店の撤退やバスの減便などが想定されます。
　そして、まちが不便になると、さらに人が減るという「負のス
パイラル」が起こってしまいます。

ベリーちゃんの疑問その１

人口減少・超高齢社会における暮らしやすく持続可能なまちづくり

「鹿沼市都市計画マスタープラン」では、都市づくりの目標
として、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」を掲げて
います。
令和3年3月に、その具体的な計画となる「鹿沼市立地適正
化計画」（右QRコード）を公表しました。公表から、約1年が経
過しましたので、改めて計画内容を紹介します。

都市計画課都市計画係　☎（63）2209
―「鹿沼市立地適正化計画」を知っていますか―

商業・医療・福祉等の都市機能がまとまって立地し、住民
が公共交通等により、それらに容易にアクセスできるまち
づくりの考え方です。

公共交通
の充実

居住を促進する区域

都市機能（商業・医療・福祉
など）を誘導する区域

地域拠点

資料：立地適正化計画概要パンフレット〈国土交通省〉

「コンパクト・シティ・ネットワーク」のイメージ
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立地適正化計画では、２つの誘導区域を設定しています

昨年12月21日に、鹿沼市はUR都市機構とまちづくりに関する連携協定を締結しました。
今後、持続可能なまちづくりを推進する上では、地域・民間
事業者・行政等がより一層連携していく必要があります。
今回、まちづくりのノウハウを持ったUR都市機構と連携
ることで、公民連携の基盤が築けることを期待しています。

協定に定められた主な取組事項
●中心市街地におけるまちづくりの検討に関すること
●公民連携まちづくりの推進に関すること
●交流人口・関係人口の創出に関すること
●安全・安心なまちづくりに関すること

居住促進区域（居住誘導区域）
　人口密度を保ち、日常生活を支える身近な施
設を維持するエリア

都市機能誘導区域
　居住促進区域の中でも、まちの拠点として、多くの市
民の利用が想定される施設を維持・誘導するエリア

Q 郊外に住んでいる人は、まちなか
　に引っ越さないといけないの？

Ａ今住んでいる場所が「居住促進区域」外であっても、引っ越す必要は
　ありません。
　ただし、住まいを見直すなど、生活環境を変える際には、この計
画で示したまちづくりの方針を意識し、居住地について検討してく
ださい。

ベリーちゃんの疑問その２

都市機能誘導区域
市街化区域

維持・誘導施設
・病院　　・図書館　　・百貨店
・市民情報センター等市民利用施設
・市役所　　・美術館、博物館

中心部地区

誘導施設
・病院

鹿沼駅周辺地区

居住促進区域
市街化区域

まちづくりに関する協定を締結ＴＯＰＩＣ
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消
防
団
と
は

地
域
消
防
課
地
域
消
防
係

☎
(63)
１
１
５
６

　
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、
消
防
組
織

法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置

さ
れ
る
消
防
機
関
。
地
域
の
消
防
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず

そ
の
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
安
全
を

守
り
ま
す
。
災
害
時
に
は
自
宅
や
職
場
か
ら

現
場
へ
駆
け
つ
け
、
災
害
活
動
を
行
う
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
近
年
、
女

性
の
参
加
も
増
え
て
お
り
、
特
に
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　消
防
団
活
動
に
従
事
し
、
他
の
模
範
と
な

る
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰
。

栃
木
県
知
事
表
彰模

範
消
防
団
員(

２
人)

　例
年
、
成
人
の
日
に
執
行
さ
れ
る
鹿
沼
市
消
防
出
初
式
（
今
年
は
感
染
症
対
策
に
よ
り
中

止
）
に
お
い
て
、
優
秀
な
消
防
団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
お
よ
び
永
年
に
わ
た
り
勤
続
し
た
消
防

団
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

消
防
総
務
課
総
務
係
　
☎
（63）
１
１
５
３

鹿
沼
市
消
防
表
彰

令
和
３
年
度

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
は

予
防
課
予
防
係
　
☎
(63)
１
１
５
５

　
家
庭
で
火
を
使
う
機
会
の
多
い
主
婦
の
防

火
意
識
を
高
め
、
家
庭
か
ら
火
災
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
市
内
各
地
区
に
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。「
わ
が
家
か
ら
火
災
は
出
さ
な

い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
火
災
予
防
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
活
動
や
防
火

啓
発
活
動
な
ど
積
極
的
な
防
火
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　成
績
優
秀
で
あ
り
永
年
勤
続
し
た
消
防
団

員
に
対
す
る
表
彰
。

栃
木
県
消
防
協
会
長
並
び
に

鹿
沼
市
長
表
彰
　
勤
続
章

○
勤
続
30
年
（
２
人
）

○
勤
続
25
年
（
１
人
）

第
６
分
団

第
７
分
団

第
１
分
団
第
３
部

第
６
分
団
第
１
部

第
11
分
団
第
１
部

第
４
分
団
第
１
部

第
６
分
団
第
２
部

第
７
分
団
第
１
部

第
２
分
団
第
３
部

第
４
分
団
第
１
部

第
４
分
団
第
５
部

第
６
分
団
第
１
部

第
６
分
団
第
３
部

第
10
分
団
第
１
部

第
12
分
団
第
２
部

第
12
分
団
第
３
部

第
12
分
団
第
４
部

 

第
13
分
団
第
１
部

第
14
分
団
第
１
部

分
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部

長

部

長

部

長

班

長

班

長

班

長

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

 

団

員

団

員

神
山
浩
保

酒
井
一
憲

上
澤
佑
治

阿
部
清
治

池
田
隆
志

鰕
原
修
公

髙
木
　
宏

渡
邉
裕
也

並
木
　
靖

新
井
浩
一

小
堀
丈
士

清
水
正
己

松
田
　
忠

中
沼
秀
樹

荒
川
晶
男

安
生
貴
雄

廣
瀬
浩
巳

齋
藤
　
雅

矢
野
直
政

齋
藤
俊
彦

石
川
哲
多
郎

川
津
　
勉

第
３
分
団

第
10
分
団

第
13
分
団

第
７
分
団
第
１
部

第
７
分
団
第
３
部

第
９
分
団
第
２
部

第
12
分
団
第
１
部

第
12
分
団
第
３
部

第
10
分
団
第
１
部

第
12
分
団
第
１
部

第
12
分
団
第
２
部

第
12
分
団
第
３
部

第
１
分
団
第
１
部

第
１
分
団
第
３
部

第
２
分
団
第
３
部

第
２
分
団
第
４
部

第
３
分
団
第
２
部

第
３
分
団
第
３
部

第
４
分
団
第
１
部

第
４
分
団
第
３
部

第
４
分
団
第
４
部

第
４
分
団
第
５
部

第
５
分
団
第
２
部

第
５
分
団
第
３
部

第
６
分
団
第
３
部

第
７
分
団
第
１
部

第
７
分
団
第
２
部

第
７
分
団
第
３
部 

第
９
分
団
第
１
部

第
９
分
団
第
２
部

副
分
団
長

副
分
団
長

副
分
団
長

部

長

部

長

部

長

部

長

部

長

班

長

班

長

班

長

班

長

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

宇
賀
神
裕
則

寺
内
克
典

関
口
康
仁

星
野
　
裕

酒
井
広
明

牛
久
大
輔

稗
田
　
彰

齋
藤
陽
一

藤
澤
佳
宏

小
嶋
隆
行

若
林
雅
史

齋
藤
洋
和

小
倉
　
勝

河
野
孝
司

広
田
祐
一

宇
賀
神
仁
志

斎
藤
健
太
郎

山
本
和
弘

荻
原
裕
司

石
川
　
剛

瓦
井
智
浩

小
林
哲
哉

稲
川
貴
則

木
嶋
孝
太

川
田
和
央

宮
本
恵
介

細
川
卓
也

橿
淵
和
弘

柏
木
　
崇

福
田
貴
彦

石
原
誠
巳

牛
久
修
男

田
村
貴
洋

第
３
分
団 

分
団
長 

斎
藤
優
貴

第
７
分
団 

分
団
長 

酒
井
一
憲

団
本
部 

副
団
長 

小
太
刀
昭

団
本
部 

副
団
長 

吉
澤
辰
治

第
14
分
団
第
１
部 

団
　
員 

寺
内
史
幸

○
勤
続
20
年
（
13
人
）

団
本
部 

分
団
長 

松
澤
吉
継

第
10
分
団 

分
団
長 

小
野
﨑
隆
光

第
12
分
団 

分
団
長 

小
杉
嘉
博

第
１
分
団
第
１
部 

部
　
長 

吉

村

実

第
１
分
団
第
１
部 

班
　
長 

金

子

剛

第
４
分
団
第
１
部 

班
　
長 

佐
藤
和
一

第
14
分
団
第
１
部 

班
　
長 

荒
川
貴
弘

第
６
分
団
第
２
部 

団
　
員 

大
倉
昭
久

第
10
分
団
第
１
部 

団
　
員 

安

斉

武

第
11
分
団
第
１
部 

団
　
員 

岡

大

貴

第
11
分
団
第
３
部 

団
　
員 

小
島
紀
明

第
11
分
団
第
３
部 

団
　
員 

吉
田
範
行

第
11
分
団
第
４
部 

団
　
員 

神
山
茂
生

団
本
部 

分
団
長 

髙
橋
　
努

第
６
分
団 

副
分
団
長 

若
林
　
厚

第
11
分
団
第
２
部 

部
　
長 

村
上
孝
男

第
１
分
団
第
２
部 

団
　
員 

井
上
幸
一

第
４
分
団
第
１
部 

団
　
員 

若
林
弘
樹

第
４
分
団
第
１
部 

団
　
員 

鈴
木
重
光

第
５
分
団
第
３
部 

団
　
員 

石
井
敏
行

第
５
分
団
第
３
部 

団
　
員 

我
妻
敬
一

第
６
分
団
第
１
部 

団
　
員 

池
田
雅
人

第
６
分
団
第
３
部 

団
　
員 

湯
澤
祥
和

第
７
分
団
第
２
部 

団
　
員 

石
原
　
威

第
７
分
団
第
２
部 

団
　
員 

大
貫
圭
一

第
７
分
団
第
３
部 

団
　
員 

大
貫
和
則

第
９
分
団
第
２
部 

団
　
員 

嶋
田
健
一

第
10
分
団
第
１
部 

団
　
員 

野
中
富
弘

第
13
分
団
第
２
部 

団
　
員 

茅
原
　
証

第
14
分
団
第
１
部 

団
　
員 

塩
澤
信
之

第
14
分
団
第
２
部 

団
　
員 

矢
野
武
寛

○
勤
続
15
年
（
18
人
）

第
２
分
団 

副
分
団
長 

平
井
丈
基

第
３
分
団
第
２
部 

部
　
長 

金
子
浩
之

第
４
分
団
第
４
部 

部
　
長 

宇
賀
神
真
樹

第
９
分
団
第
２
部 
部
　
長 

荻
原
慎
介

第
１
分
団
第
２
部 
班
　
長 

山
下
　
悟

第
１
分
団
第
２
部 

班
　
長
　 

羽
石
省
吾

○
勤
続
10
年
（
34
人
）

第
９
分
団
第
２
部 

班
　
長 

小
磯
泰
男

第
11
分
団
第
３
部 

班
　
長 

岩
出
勇
樹

第
12
分
団
第
１
部 

班
　
長 

下
妻
　
元

第
12
分
団
第
１
部 

班
　
長 

小
太
刀
雅
彦

第
12
分
団
第
２
部 

班
　
長 

金
子
真
規

第
13
分
団
第
１
部 

班
　
長 

髙
橋
優
文

第
１
分
団
第
３
部 

団
　
員 

小
川
孝
司

第
１
分
団
第
３
部 

団
　
員 

大
垣
裕
志

第
１
分
団
第
３
部 

団
　
員 

川
田
大
輔

第
２
分
団
第
４
部 

団
　
員 

田
島
翔
歩

第
２
分
団
第
４
部 

団
　
員 

宇
賀
神
武

第
３
分
団
第
２
部 

団
　
員 

吉
野
貴
史

第
３
分
団
第
２
部 

団
　
員 

関
口
貴
徳

第
４
分
団
第
１
部 

団
　
員 

野
中
一
茂

第
４
分
団
第
１
部 

団
　
員 

石
川
禎
紀

第
４
分
団
第
５
部 

団
　
員 

皆
川
嘉
之

第
５
分
団
第
１
部 

団
　
員 

神
山
竜
馬

第
５
分
団
第
３
部 

団
　
員 

川
田
　
理

第
５
分
団
第
３
部 

団
　
員 

上
沢
仁
志

第
５
分
団
第
３
部 

団
　
員 

青
栁
貴
也

第
７
分
団
第
１
部 

団
　
員 

中
里
好
宣

第
７
分
団
第
１
部 

団
　
員 

竹
澤
規
行

第
８
分
団
第
１
部 

団
　
員 

渡
辺
隆
志

第
９
分
団
第
１
部 

団
　
員 

山
口
直
紀

第
９
分
団
第
１
部 

団
　
員 

鈴
木
優
太

第
９
分
団
第
３
部 

団
　
員 

鈴
木
康
規

第
13
分
団
第
２
部 

団
　
員 

井
野
芳
和

第
14
分
団
第
３
部 

団
　
員 

井
桁
　
努

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
２
人
）

○
勤
続
30
年
以
上
の
団
員
の配

偶
者
表
彰
（
２
人
）

小
太
刀
裕
美

吉
澤
の
り
子
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○
優
良
団
員
表
彰
（
21
人
）

栃
木
県
消
防
協
会
上
都
賀
支
部
長
表
彰

（
68
人
・
７
個
部
）

　
消
防
団
活
動
に
従
事
し
、
優
良
で
あ
る
消

防
団
員
に
対
す
る
表
彰
。

第
５
分
団	
副
分
団
長	

島
金
義
典

第
８
分
団	

副
分
団
長	
渡
辺
朋
篤

第
11
分
団	

副
分
団
長	
古
澤
　
隆

第
３
分
団
第
１
部	

部
　
長	
高
木
伸
悟

第
３
分
団
第
４
部	

部
　
長	

町
井
一
貴

第
４
分
団
第
２
部	

部
　
長	

小
林
延
一
郎

第
４
分
団
第
４
部	

部
　
長	

宇
賀
神
真
樹

第
12
分
団
第
４
部	

部
　
長	

浅
野
吉
弘

第
13
分
団
第
１
部	

部
　
長	

大
森
俊
和

第
14
分
団
第
２
部	

部
　
長	

遠
藤
雅
明

第
14
分
団
第
３
部	

部
　
長	

川
島
裕
司

第
１
分
団
第
２
部	

班
　
長	

山
下
　
悟

第
２
分
団
第
３
部	

団
　
員	

広
田
祐
一

第
５
分
団
第
３
部	

団
　
員	

宮
本
恵
介

第
６
分
団
第
１
部	

団
　
員	

齋
藤
雅
英

第
６
分
団
第
１
部	

団
　
員	

若
林
陽
一

第
７
分
団
第
１
部	

団
　
員	

山
野
井
陵

第
７
分
団
第
３
部	

団
　
員	

酒
井
孝
文

第
９
分
団
第
２
部	

団
　
員	

牛
久
大
輔

第
10
分
団
第
４
部	

団
　
員	

宇
賀
神
慎
悟

第
13
分
団
第
２
部	

団
　
員	

茅
原
　
証

○
勤
続
章
　
勤
続
５
年
（
47
人
）

第
８
分
団	

副
分
団
長	

渡
辺
朋
篤

第
５
分
団
第
１
部	

部
　
長	

川
津
貴
則

第
６
分
団
第
１
部	

部
　
長	

竹
澤
　
豊

第
10
分
団
第
２
部	

部
　
長	

鈴
木
拓
也

第
２
分
団
第
２
部	

班
　
長	

岡
田
和
也

第
２
分
団
第
３
部	

班
　
長	

梅
澤
健
太
郎

第
４
分
団
第
３
部	

班
　
長	

山
口
　
航

第
４
分
団
第
５
部	

班
　
長	

諏
訪
裕
紀

第
５
分
団
第
１
部	

班
　
長	

嶋
田
春
輝

第
６
分
団
第
１
部	

班
　
長	

大
貫
雄
一

第
７
分
団
第
２
部	

班
　
長	

落
合
哲
也

第
８
分
団
第
１
部	

班
　
長	

金
子
登
一

第
８
分
団
第
３
部	

班
　
長	

青
山
幸
司

第
８
分
団
第
３
部	

班
　
長	

村
山
貴
則

第
９
分
団
第
２
部	

班
　
長	

岩
崎
孝
啓

第
10
分
団
第
１
部	

班
　
長	

荒
井
将
太

第
10
分
団
第
４
部	

班
　
長	

石
塚
尚
士

第
11
分
団
第
４
部	

班
　
長	

大
貫
達
也

第
11
分
団
第
４
部	

班
　
長	

金
子
佳
弘

第
12
分
団
第
３
部	

班
　
長	

神
山
裕
司

第
13
分
団
第
２
部	

班
　
長	

池
澤
有
生

第
14
分
団
第
１
部	

班
　
長	

大
貫
将
人

第
１
分
団
第
３
部	

団
　
員	

吉
原
英
司

第
２
分
団
第
１
部	
団
　
員	

設
楽
直
也

第
２
分
団
第
２
部	
団
　
員	

大
柿
直
道

第
３
分
団
第
２
部	
団
　
員	

石
川
　
学

第
３
分
団
第
２
部	

団
　
員	
髙
木
保
紀

第
３
分
団
第
３
部	

団
　
員	
金
子
陽
祐

第
４
分
団
第
１
部	

団
　
員	
粂
川
高
志

第
４
分
団
第
２
部	

団
　
員	

高
橋
保
弘

第
５
分
団
第
２
部	

団
　
員	

板
橋
則
彰

第
７
分
団
第
１
部	

団
　
員	

佐
藤
秀
行

第
８
分
団
第
２
部	

団
　
員	

高
橋
星
斗

第
９
分
団
第
２
部	

団
　
員	

福
田
大
樹

第
10
分
団
第
２
部	

団
　
員	

青
木
臣
地
夫

第
10
分
団
第
３
部	

団
　
員	

橋
本
良
紀

第
10
分
団
第
３
部	

団
　
員	

橋
本
　
駿

第
11
分
団
第
４
部	

団
　
員	

齋
藤
　
充

第
12
分
団
第
１
部	

団
　
員	

川
久
保
喬
生

第
12
分
団
第
１
部	

団
　
員	

大
塚
　
卓

第
12
分
団
第
２
部	

団
　
員	

若
林
祐
馬

第
12
分
団
第
４
部	

団
　
員	

新
堀
　
司

第
12
分
団
第
４
部	

団
　
員	

藤
倉
正
義

第
13
分
団
第
２
部	

団
　
員	

古
橋
直
人

第
13
分
団
第
２
部	

団
　
員	

髙
田
　
岬

第
13
分
団
第
２
部	

団
　
員	

毛
塚
　
忍

第
14
分
団
第
３
部	

団
　
員	

篠
崎
淑
貴

○
無
火
災
表
彰
（
７
個
部
）

　
区
域
内
世
帯
数
に
よ
る
一
定
の
基
準
年
数

の
間
、
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団
部
に
対

す
る
表
彰
。

第
２
分
団
第
１
部	

	

無
火
災
３
年

第
２
分
団
第
４
部	

	

無
火
災
１
年

第
４
分
団
第
４
部	

	

無
火
災
１
年

第
８
分
団
第
３
部	

	

無
火
災
５
年

第
11
分
団
第
１
部	

	

無
火
災
２
年

第
11
分
団
第
２
部	

	

無
火
災
２
年

第
11
分
団
第
３
部	

	

無
火
災
７
年

鹿
沼
市
長
表
彰
（
２
個
分
団
・
２
協
議
会
） 

第
８
分
団

第
９
分
団

○
無
火
災
分
団
（
２
個
分
団
）

　
管
轄
す
る
地
域
が
１
年
間
無
火
災
で
あ
っ

た
分
団
に
対
す
る
表
彰
。

板
荷
地
区
連
絡
協
議
会

南
摩
地
区
連
絡
協
議
会

○
無
火
災
功
労
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（
２
協
議
会
）

　
担
当
区
域
内
が
１
年
間
無
火
災
で
あ
っ
た

連
絡
協
議
会
に
対
す
る
表
彰
。

▲女性消防団員の皆さん。 ▲令和４年鹿沼市消防団新春特別点検の様子。
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来館者50万人達成！
―川上澄生美術館
　　　 来館者50 万人達成記念セレモニー―

子どもたちに味わってほしい
―ＪＡかみつがいちご贈呈式―

　１月８日、川上澄生美術館で平成４年の開館から来館者５０万
人を達成したことを記念し、セレモニーが開催されました。記念
すべき５０万人目となった多田修さん(足利市)には、市長から認
定証と、友の会会長から記念品が贈呈されました。
　現在、２階展示室にて、「館長プロデュース 川上澄生『彫り』
というパラダイス展」が開催中です（4月3日㈰まで）。ぜひお越
しください。

　ＪＡかみつがから市内小中学校の給食用にいちごが贈られる
ことになり、１月１８日に市役所で、贈呈式が行われました。
　「子どもたちには、鹿沼のいちごや生産者への関心を持っても
らいたい」と青木孝雄代表理事組合長は期待を込めました。贈
られた約１，０００パック分のとちおとめは、１月２４～２８日に、地
元産食材を使った学校給食の特別メニュー「いちごランチ」のデ
ザートとして提供されました。

防災の備えを総点検
―鹿沼市消防団新春特別点検―

遊んで学ぼう！美味しい鹿沼
―「食育かるた」完成―

　１月１０日に、市消防本部で「令和４年鹿沼市消防団新
春特別点検」が行われました。
　本事業は、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止された出初式に代わり実施され
ました。市内消防団１４分団と女性団員ら約１７０人が参加
し、人員服装点検や機械器具点検のほか、模範消防団や
永年勤続団員等の表彰を行いました(8・9ページに表彰
者を紹介しています)。

　子どもたちに楽しみながら「食」への関心を深めてもらお
うと「食育かるた」を制作しました。「楽しく食べよう、美味し
く学ぼう」をテーマに、市内の保育園や幼稚園、認定こども
園に通う子どもたちとその家族から募集した食に関する標
語を読み札にしました。
　かるたは市内の保育施設等に配布された他、市ホーム
ページでも公開されダウンロードすることができます。

▲かるたは、市の特産物や郷土料理、食品ロス、
マナー、健康等に関するさまざまな内容で、全て
の絵札には「ベリーちゃん」が登場しています。
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〇対象　１歳を迎える市内在住のお子さん
○締切　１歳の誕生日まで
○申し込みに必要なもの
　①お子さんの写真(郵送・持参:裏面に記名、メール:5MB以内)
　※頭からあごまでが写り、顔の周りに余裕があるもの
　②お子さんの名前・性別・誕生日、住所、電話番号、
　　保護者氏名
○申込方法　郵送 ･ メール ･ 広報広聴係 ( 市役所行政棟３階 )
　　 へ直接持参

〒 322-8601　今宮町 1688-1
広報広聴係「我が家のアイドル係」
メール　koho@city.kanuma.lg.jp
右のＱＲコードからもメール送信可能

我が家のアイドル募集

1歳を迎えたお子さんを紹介します。
※11月4日～12月5日生掲載　

千渡

下武子町

久野

貝島町

下沢

糸井　霞
かすみ

ちゃん

秋澤　由
ゆ

季
き

ちゃん

木下　蒼
そう

涼
すけ

くん

大貫　叶
る

愛
あ

ちゃん

福田　カネさん

(R2.11.4 生 )

(R2.11.13 生 )

(R2.11.9 生 )

(R2.12.5 生 )

(T10.11.20 生 )

御成橋町 1 丁目

茂呂

御成橋 2 丁目

上永野

橋本　明
あす

楓
か

ちゃん

平野　結
ゆ

萌
め

ちゃん

加藤　優
ゆい

純
と

くん

仲尾　実
み

奈
な

美
み

ちゃん

(R2.11.5 生 )

(R2.11.24 生 )

(R2.11.10 生 )

(R2.12.5 生 )

下武子町 玉田町

晃望台口粟野

千渡 上日向

福田　菜
な

乃
の

花
は

ちゃん 中村　碧
あお

人
と

くん

小川　三
み

葉
よ

ちゃん大塚　千
せ

愛
な

ちゃん

佐藤　鈴
す

珠
ず

ちゃん 川田　一
いっ

颯
さ

くん

(R2.11.7 生 ) (R2.11.8 生 )

(R2.11.26 生 )(R2.11.25 生 )

(R2.11.11 生 ) (R2.11.12 生 )

おめでとうございます。
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名
前(

ふ
り
が
な)

・
住
所
を
明
記
し
、

は
が
き
・
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
切
は
毎
月
20
日（
到
着
分
）で
す
。

〒
322ｰ

８
６
０
１ 

今
宮
町
１
６
８
８ｰ

１

メ
ー
ル koho@

city.kanum
a.lg.jp

広
報
広
聴
係（
応
募
部
門
を
明
記
）

ぶ
ん
げ
い

市
民
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　布
川

　武
男
選

い
ま
正ま
さ

に
妣は
は

と
の
別
れ
春は
る
な
ら
い

北
風

楡
木
町

　上
野
佐
喜
子

は
ら
か
ら
の
話
は
尽
き
ず
餅
を
焼
く

栄
町
一
丁
目

　中
荒
井
弘
美

福
達
磨
十じ
っ

色
し
ょ
く

願
う
夢
十と

色い
ろ

万

　町

　海
原
ゆ
う
子

初
明
り
峯
を
清
め
て
神
住
め
り

石
橋
町

　宇
賀
神
タ
カ
子

空
真
青
一ひ
い

二ふ
う

三み
い

四よ

福
寿
草

引

　田

　斎
藤

　良
明

と
な
り
ま
で
飛
ば
す
北
風
屋
根
ト
タ
ン

板

　荷

　小
池
矢
佐
伊

寒
苺
も
ら
い
て
心
温
ま
る

下
材
木
町

　中
島

　成
子

日
だ
ま
り
の
老
の
一
日
は
価
千
金

戸
張
町

　柿
沼
し
げ
子

市
民
歌
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　小
林

　夏
江
選

長
ら
え
て
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
下
手
な
歌
詠
み
好
き
な

塗
り
絵
す

　
　
　
　
　
　
　
　

     

入
粟
野

　神
山

　和
子

白
熊
に
も
黒
き
熊
に
も
な
ら
な
か
っ
た
半
端
な
パ
ン
ダ
の

隈
取
り
愛か
な

し   

　
　
　
　
　
　
　

 

睦

　町

　高
村

　光
夫

残
り
飯
の
粥
に
米こ
う

糀じ

を
混
ぜ
あ
わ
せ
五
時
間
保
温
す
甘
酒

う
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
野
町

　竹
澤

　光
子

選
者
詠

板

　荷

　小
池
矢
佐
伊

板

　荷

　小
池

　
　誠

板

　荷

　島
田

　ふ
み

板

　荷

　渡
邉

　栄
一

石
橋
町

　宇
賀
神
タ
カ
子

石
橋
町

　滝
野

　里
花

入
粟
野

　神
山

　和
子

上
日
向

　畠
山

　ト
ミ

上
日
向

　畠
山

　
　茂

上
殿
町

　小
林

　義
雄

上
殿
町

　沼
尾

　登
代

上
殿
町

　山
野

　幸
子

上
殿
町

　小
暮

　靖
子

上
奈
良
部
町

　髙
木

　茂
子

上
奈
良
部
町

　髙
木

　
　厳

上
野
町

　神
山

　忠
夫

上
野
町

　高
橋

　正
光

上
野
町

　大
貫
知
代
子

上
野
町

　楡
木

　和
子

上
野
町

　竹
澤

　光
子

御
成
橋
町
一
丁
目

　秋
澤

　和
子

御
成
橋
町
一
丁
目

　金
子

　直
美

御
成
橋
町
一
丁
目

　長
谷
川
侃
子

御
成
橋
町
二
丁
目

　浅
野

　賀
子

加

　園

　池
田

　
　大

加

　園

　大
貫

　里
子

古
賀
志
町

　渡
辺

　雪
子

塩
山
町

　森
野

　静
雄

幸
町
二
丁
目

　宮
崎

　と
く
子

酒
野
谷

　杉
山

　
　進

栄
町
一
丁
目

　中
荒
井
弘
美

坂
田
山
三
丁
目

　角
田

　敏
枝

坂
田
山
四
丁
目

　佐
藤

　宣
明

塩
山
町

　森
野

　静
雄

下
久
我

　山
登
香
代
子

下
材
木
町

　中
島

　成
子

下
材
木
町

　中
島

　克
敏

下
武
子
町

　広
田

　順
一

下
奈
良
部
町

　小
野
口

　博

千

　渡

　手
塚

　イ
チ

千

　渡

　丸
山

　修
一

千

　渡

　竹
澤

　雄
子

▲代表者・町田さん

設立：平成１４年
代表：町田　英

ひで
俊
とし
さん

　 市 内 のＮＰＯが 参 加する互 助 組
織。 情報交換や意見・要望の集約
等を行っています。

で
学
習
会
や
懇

親
会
な
ど
を
通

じ
て
、
非
営
利

組
織
と
し
て
共

通
す
る
課
題
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ

る
最
新
動
向
に

つ
い
て
率
直
に

話
し
合
う
場
を

提
供
し
て
き
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
の
活
動
が
難
し
い
現
在
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
各
団
体
が
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト
情
報
の
共
有
や
発
信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
12
団
体
が
加
入
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鹿
沼
協
会
」
は
、
会
員
同
士
の
互
助

組
織
と
し
て
、
情
報
交
換
や
、
各
団
体
の
意
見

や
要
望
を
集
約
し
支
援
に
つ
な
げ
る
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
文
化
・
福

祉
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
活
動

を
展
開
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
。
協
会
は
、

分
野
が
異
な
る

そ
れ
ら
の
団
体

を
結
び
付
け
る

役
目
を
担
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
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茂呂山茂呂山

茂呂保育園茂呂保育園

 茂呂交番

文

さつき小学校文

みどりが丘小学校みどりが丘小学校

西茂呂近隣公園西茂呂近隣公園

市花木センター

文

〇×

友
だ
ち
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
恐
れ
つ
つ
マ
ス
ク
を
外
す
新
年

宴
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　古
賀
志
町

　渡
辺

　雪
子

正
月
の
餅
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
の
せ
背
中
丸
め
て
膨
ら
む
を
待
つ

　
　
　
　
　
　

 

　御
成
橋
町
二
丁
目

　浅
野

　賀
子

亡は

母は

の
齢
超
え
て
恋
し
き
縁
側
に
日
向
ぼ
っ
こ
の
ま
あ
る

い
背
中

　
　
　
　
　
　
　

 

幸
町
二
丁
目

　宮
崎

　と
く
子

初
め
て
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
行
く
母
を
見
送
り
な
ぜ
か
ホ
ッ

と
息
吐
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
沢
町

　竹
沢

　敏
子

深
夜
便
に
宗
の
オ
カ
リ
ナ
流
れ
く
る
心
に
し
み
て
吾
は
眠

れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
野
町

　楡
木

　和
子

市
民
川
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　白
石

　洋

　選

蕗
み
そ
や
酒
の
肴
に
春
を
呑
む

西
茂
呂

　阿
部

　金
司

就
農
の
汗
の
結
晶
初
出
荷

酒
野
谷

　杉
山

　
　進

リ
ー
バ
ス
の
い
ち
ご
プ
レ
ー
ト
鮮
度
よ
し

下
材
木
町

　中
島

　克
敏

歳
は
増
え
反
比
例
す
る
年
賀
状

塩
山
町

　森
野

　静
雄

年
男
若
い
ト
ラ
さ
ん
甦
る

上
殿
町

　沼
尾

　登
代

こ
ん
な
日
は
大
鍋
コ
ト
コ
ト
し
も
つ
か
れ

中
粟
野

　大
塚

　初
江

マ
ス
ク
し
て
声
を
潜ひ
そ

め
て
豆
を
撒ま

く油
田
町

　酒
井

　國
男

日
本
史
の
穴
を
大
河
が
埋
め
て
い
る板

　荷

　島
田

　ふ
み

▲がっから様
　茂呂山の頂上近くにある高さ
3m周囲8m位の大きな岩。案内板
もあります。
（人の顔のようにも見えませんか？）

　市公式Youtube「かぬま
チャンネル」では、切り絵に
よる「鹿沼の民話」の動画を
公開しています。ぜひご覧
ください。　

　
昔
ナ
、
茂も

呂ろ

山や
ま
の
麓ふ
も
との
村
人
た
ち
は
、
い
つ
の

頃
か
ら
か
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
音
で
仕
事
が
手
に
つ

か
な
か
っ
た
。
正
体
を
確
か
め
ん
べ
と
、
カ
マ
や

ス
キ
を
持
ち
、
茂
呂
山
に
登
っ
て
行
っ
た
と
。

　
す
る
と
「
が
っ
か
ら
、
が
っ
か
ら
」
と
で
か
い
顔

の
怪
物
が
見
え
た
と
。
そ
れ
っ
と
カ
マ
や
ス
キ
で

切
り
つ
け
た
が
、
が
な
り
声
で
笑
っ
て
い
る
ば
か

り
、
村
人
た
ち
は
ほ
う
ほ
う
の
体て

い
で
村
に
帰
っ
て

き
た
。
次
の
日
、
田
や
畑
は
、
が
し
ゃ
が
し
ゃ
に

踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
た
と
。

　
も
う一ぺ
ん
、
力
じ
ま
ん
の
男
達
が
山
に
登
っ
た

ら
な
、
よ
く
見
る
と
び
く
と
も
し
ね
え
怪
物
は
、

な
ん
と
で
っ
か
い
岩
で
あ
っ
た
と
。
こ
の
岩
は
山
の

神
様
で
、
神
様
の
怒
り
か
も
し
れ
な
い
と
、
村
中

で
お
供
え
物
を
し
て
お
ま
つ
り
し
た
と
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
こ
の
岩
は
す
っ
か
り
鳴
り
を
潜
め

て
、
村
に
平
和
が
戻
っ
た
ん
だ
と
。
お
し
ま
い

（
小
杉
義
雄
『
鹿
沼
の
む
か
し
話
』
よ
り
再
話
）

そ
の
二
「
が
っ
か
ら
様
」（
茂
呂
）

鹿
沼
民
話
の
会

「
さ
ら
　さ
ら
　さ
ら
」

「
が
ら
　が
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3月の休日・夜間救急医療

持ち物　①健康保険証　　②おくすり手帳
　　　　③子どもの場合は、こども医療費受給資格者証等
休日・夜間急患診療所　　貝島町5027-5　☎ (65)2101
新型コロナウイルス対策として、診療所内への入場前に発
熱などの症状の有無を確認しています。ご協力ください。

昼
　間

夜
　間

内科・小児科・歯科
日曜日・祝日等
午前10時～正午
（受付は午前11時30分まで）
午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

○上記以外は、消防本部☎(63)1141へ。

６日
１３日
２０日
２１日
２７日

上 都 賀 総 合 病 院
御 殿 山 病 院
荒 木 医 院
鹿 沼 脳 神 経 外 科
西 方 病 院

☎ ( 6４)２１６１
☎ ( 6４)２１３１
☎（６４）２７７５
☎ ( 6 3 )１３３３
☎ 0282(92)2323

(日)
(日)
(日)
( 月・祝 )
(日)

在 宅 当 番 医

まずは救急電話相談窓口へ連絡を
子ども☎#8000(月～土は午後６時～翌朝8時、日・祝は24時間受付)
大　人☎#7111(月～金は午後６時～１０時、土・日・祝は午後４時～１０時)

内科・小児科
日曜日・祝日等および
平日（月・水・金曜日）
午後7時～10時
（受付は午後9時30分まで）

外　科
（昼間）
午前9時～
午後5時

と　き	 ３月３日㈭・２３日㈬
	 各日午後1時30分～3時30分
※	身長体重を測ります。15分前にお越しください。
ところ	 市民情報センター３階　学習室４
内　容	 離乳食の講話と試食
対　象	 令和3年７・８月生まれの乳児と保護者
持ち物	 母子健康手帳・生活の記録票
	 子どものスプーンと食事用エプロン
	 バスタオル
申　込	 母子健康係へ電話で。

離乳食教室
健康課母子健康係　☎（63）2819

健康課市民健康係　☎（63）8312
　家族などを自死で亡くした人が、思いを分かち合
う場です。参加方法など、詳しくは市民健康係へ。

自死遺族の会「ひなたぼっこ」

健康課市民健康係　☎（63）8312
　あなたの大切な人の様子が「いつもと違う」と
き、まずは声を掛けることから始めませんか。

３月は「自殺対策強化月間」です

市役所　健康課	 ☎（６３）８３１２
（平日午前８時３０分～午後５時１５分）
県西健康福祉センター　健康支援課　☎（６２）６２２４
（平日午前８時３０分～午後５時１５分）
栃木いのちの電話	 ☎０２８（６４３）７８３０
（365日２４時間）
こころの相談＠とちぎ(SNS相談)
（365日午前11時～午後11時・午後10時まで受付）

健康課新型コロナウイルス感染予防対策室  ☎(63)8３93
　18歳以上の人への追加接種(3回目)を行っています。

新型コロナウイルスワクチン接種

接種会場 予約方法
個別医療機関 各医療機関で受け付け

集団接種会場

予約・相談コールセンター
（☎０５７０（０２０）２１２）、
新型コロナウイルス感染予防対策室
（☎（６３）８３９３）
またはインターネットで予約受付

※	詳しくは、今月号の裏表紙をご覧ください。

予防接種名 対	象	者
ヒブ 生後２カ月～５歳未満小児用肺炎球菌
Ｂ型肝炎 １歳未満

ロタ １価ワクチン 生後６週０日～２４週０日
５価ワクチン 生後６週０日～３２週０日

四種混合 生後３カ月～７歳半未満
BCG １歳未満
水痘 １歳～ 3歳未満
麻しん
風しん

第１期 １歳～ 2歳未満
第２期 年長児

日本脳炎

１期：6カ月～ 7歳半未満
２期：9歳～１３歳未満
※	対象者が拡大されています。
※	詳しくは健康増進係へ問い合わせる
か、市ホームページをご覧ください。

二種混合 １１歳～１３歳未満
ヒトパピローマ
ウイルス感染症 小学 6年生～高校1年生相当の女子

　入園・入学に備え母子健康手帳を見直し、未接種
のものは、医療機関に相談して接種しましょう。

3月1日㈫～7日㈪は「こども予防接種週間」です
健康課健康増進係　☎（63）831１

　3月1日㈫～8日㈫は「女性の健康週間」です。こ
の機会にぜひ、生活習慣を見直してみましょう。

健康課市民健康係　☎（63）831２

３月１日㈫～８日㈫は「女性の健康週間」です
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鹿沼市の人口　令和４年２月１日現在
■人口　９３，０４０人（－１３９人）
　　　　（男）４６，１８４人（－５５人）
　　　　（女）４６，８５６人（－８４人）
■世帯　３６，３０４世帯（－４５世帯）
※かっこ内は前月比です。

・「お知らせ」に掲載したイベント等は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響等により、中止・延期とな
る場合があります。最新の情報は、市ホームぺー
ジで、または問い合わせ先にご確認ください。
・イベント等に参加する際には、マス
ク着用、手指消毒、等の感染症対
策にご協力ください。

財源確保のために広告を掲載しています。

こどもの遊び場「いちごっこ広場」の
有料化について
子育て支援課こども支援係　☎（63）2160

　施設の運営や維持管理、また遊具等の更新費用に充
てるため、「いちごっこ広場」の利用を有料化します。
時　期　４月１日～
※�新型コロナウイルス感染症の流行が一定程度収束
するまでの間、利用料金の減免を適用し、当面は無
料とします。
利用料金

キッズ＆ジュニア　スポーツ教室
TKCいちごアリーナ　☎（72）1300

①キッズスイム教室
と　き　５月２１日～６月２５日　各土曜日（全５回）

午後２時１５分～３時１５分※６月１８日㈯は除く
対　象　市内の小学１・２年生
※４月１６日㈯午前９時から予約開始（電話のみ）。
②ジュニアスイム教室
と　き　４月９日～５月７日　各土曜日（全５回）

午後２時１５分～３時１５分
対　象　市内の小学３～６年生
※３月５日㈯午前９時から予約開始（電話のみ）。
①②共通事項
ところ　ヤオハンいちごパーク（鹿沼運動公園）

温水プール
定　員　各２０人　　参加料　１００円/回
申　込　ＴＫＣいちごアリーナへ電話で。

利用者の区分 料　金
１歳以上（大人も含む）

１回につき
１００円

障がいのある方 ５０円

第１回デイ☆キャンプ
自然体験交流センター　☎（64）8760

　「ピザ作り」か「ハイキング」のどちらかを体験し、夜
はキャンプファイアでキャンプ気分を味わいましょう。
と　き　４月２３日㈯午後２時～８時
ところ　自然体験交流センター
対　象　野外活動に興味のある人
※子どものみの参加は不可。
定　員　４０人程度（ピザ作りは８組程度）
参加料　大人１，８００円、小・中学生１，５００円、
　　　　幼児…食事あり１，０００円、食事なし５００円
申　込　３月１９日㈯～２５日㈮の午前９時～午後５時

の間に、電話で。

図書館の催し
〇赤ちゃんおはなし会	 本館　☎（６４）９５２３
と　き　３月２日㈬午前１０時３０分～（約４０分）
ところ　本館２階　スタディ＆リーディングルーム
内　容　�絵本・紙芝居の見せ語り・手遊び・パネル

シアター
対　象　０～３歳くらいの赤ちゃんと家族
担　当　絵本とおはなしの会　　入場料　無料
〇ほんのす　おはなし会	 東分館　☎（６３）４６４６
と　き　３月５日㈯午前１０時３０分～１１時
ところ　東分館　多目的室
内　容　絵本「だるまちゃんとにおうちゃん」
担　当　らっこくらぶ　　入場料　無料
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㈱公営住宅管理センター鹿沼　☎（74）5700
〒322-0051　久保町1283-12

市営住宅の入居者募集

財源確保のために広告を掲載しています。

鹿沼市認定手話通訳者試験

第２回　ヤングケアラーの語り場

障がい福祉課障がい福祉係　☎（63）2176

ケアラープロジェクト夜明け（齋藤）

と　き　３月２７日㈰午前９時～
ところ　市総合福祉センター（万町）
対　象　�１８歳以上の市内在住・在勤者で、手話奉仕

員養成講座（入門・基礎）修了者の人
受験料　無料
申　込　�３月１７日㈭までに、障がい福祉課（市役所行

政棟１階③番窓口）へ。

と　き　３月１８日㈮午後７時～９時�
ところ　市社会福祉協議会　大会議室
対　象　ヤングケアラーの人、経験・関心がある人
申　込　ＱＲコードから。

入居資格
①親族または婚約者があり、住宅に困っている人。
（１ＬＤＫ、２ＤＫ、睦町・坂田山市営住宅は単身入居
が可能な場合あり）
②�市税に滞納がなく、令和２年中の収入が基準額以
内の人。なお、義務教育終了前の子がいる世帯な
どは収入基準が緩和されます。
申　込　�３月１日㈫～８日㈫までに、申込書に必要書類を

添え、公営住宅管理センター鹿沼へ郵送で。
募集戸数　１３戸（入居開始は４月１日の予定です）
抽選会　と　き　３月１１日㈮午前１０時～
　　　　ところ　市民情報センター２階

子育て情報室

・（※１）の住宅は、申請者・配偶者ともに34歳以下
であることが条件です。

・（※２）の住宅は、宇都宮西中核工業団地内の企業
の従業員であることが条件です。

・詳しくは、市ホームページまたは公営住宅管理セ
ンター鹿沼へお問い合わせください。
〇次回募集　広報掲載　５月号

受付期間　５月６日㈮～１２日㈭

住宅名 建設年度 募集階 間取り 家　賃
最寄りの
スーパー
までの時
間（徒歩）

一般市営住宅
睦 町 昭和58年 2階 ３ＤＫ 21,800～42,900円 5分
下 横 町 平成13年 5階 ２ＤＫ 21,900～43,000円 5分
下 田 町 平成14年 4階 19,000～41,300円 5分

日吉町南 平成�6�年 2階

３ＤＫ

23,000～45,200円 5分
2階 23,000～45,200円 5分

上 殿 町 昭和62年 2階 19,000～37,300円 １分
東 町 平成�4�年 1階 20,200～39,700円 5分
緑 町 西 平成�9�年 4階 24,600～48,300円 10分
西 茂 呂 平成�3�年 メゾネット 20,900～41,000円 10分
府 中 町 平成17年 3階 ２ＤＫ 20,600～40,400円 10分

障害者（車いす生活者）優先住宅
西 茂 呂 平成�２�年 １階 3DK 24,800～48,600円 10分

若年勤労者用住宅（※１）
口 粟 野 平成２２年 一戸建て ３ＬＤＫ ５０，０００円 20分

従業員用住宅（※２）
口 粟 野 平成１４年 一戸建て ３ＬＤＫ ４８，０００円 20分

千葉省三おはなし会
文化課文化振興係　☎（65）6741

と　き　３月２０日㈰午前１１時～
ところ　千葉省三記念館　学習室
内　容　影絵「高原の春」、紙芝居「藤五の渡し」
担　当　楡木小ＫＬＶ、南押原小ＫＬＶ　　入場料　無料

小規模工事契約希望者登録制度
登録者募集

契約検査課契約係　☎（63）2278
〒322-8601　今宮町1688-1

　小規模工事契約（設計金額５０万円以下）に限定した
入札参加資格登録制度である小規模工事契約希望者
登録制度の登録者受付（更新および新規）を行います。
登録条件　市内に主たる事業所を有すること
登録期間　４月１日から２年間
申請書類　�登録申請書、印鑑証明書、営業に関する許

可証写し　等
※申請書は市ホームページからダウンロードできます。
申　込　�３月１日㈫～１５日㈫までに、申請書類を契約

係（市役所仮庁舎１階）へ直接または郵送で。
※受付期間終了後は４月４日㈪から随時受付します。
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市民文化センター友の会
第８回会員美術展

市民文化センター友の会　☎（65）5581

市民の木版画展
川上澄生美術館　☎（62）8272

鹿沼市民ゴルフ大会
大会事務局(鹿沼カントリー倶楽部内)　☎（75）3824

スポーツ安全保険の加入申込について

第２期鹿沼市空家等対策計画（案）
パブリックコメントの募集

令和４年度市民協働モデル事業募集

郵便用封筒（長形３号）掲載広告募集

スポーツ安全協会栃木県支部　☎028（612）5178

建築課空き家対策係　☎（63）2243・FAX（63）2274
メールkenchiku@city.kanuma.lg.jp

地域活動支援課市民協働係　☎（63）2241

行政経営課財産管理係　☎（63）2152

　３月１日㈫から、新年度の加入申込受付を開始します。
対　象　�スポーツ・文化・ボランティア活動などを行

う４人以上のアマチュア団体
※加入依頼書は、足利銀行の窓口にあります。
※令和５年度からは、ＷＥＢ加入のみとなります。
https://www.sportsanzen.org

実施期間　２月１８日㈮～３月１７日㈭
公表方法　・市ホームページ
　　　　　・空き家対策係（市役所行政棟４階）
　　　　　・市政情報コーナー（市役所行政棟２階）
　　　　　・各コミュニティセンター
提出方法　・郵送　〒３２２-８６０１　今宮町１６８８-１
　　　　　・書面またはＦＡＸで空き家対策係へ
　　　　　・市ホームページ専用フォームから送信、
　　　　　　またはメールで。

※同一団体で事業を複数申請することはできません。
①②共通事項
申　込　�５月１６日㈪までに、企画書・収支計算書、構

成員名簿を地域活動支援課に提出ください。
※５月２８日㈯に、事業のプレゼンテーションや質疑応
答を行う審査会を実施します。
※�詳しくは市ホームページまたは、市民協働係へ。市
民活動広場ふらっとで、相談も受け付けています。

掲載時期　６月から１年間（予定）
掲載位置　封筒裏面（申し込み順に掲載）
掲載寸法　縦２．８㎝×横１０㎝
作成枚数　１４０，０００枚（予定）
金　額　５０，０００円　　募集枠　６枠
申　込　�３月１日㈫～１８日㈮までに、申込書と広告の

版を財産管理係（市役所行政棟５階）へ。
※�申込書は、財産管理係および市ホームページにあ
ります。

と　き　３月９日㈬～１３日㈰午前１０時～午後５時
※１３日は午後４時まで。
ところ　市民文化センター　多目的ギャラリー

① ②
対象事業 ファーストステップ ステップアップ

条件 地域課題解決のため
に実施する新規事業

昨年度までの採択事
業の拡充・発展性の
ある事業

補助限度額 ７万円まで １０万円まで
補助率 対象経費の１０/１０ 対象経費の１/２
交付回数 １回まで ２回まで
採択事業数 ４事業程度 ２事業程度

財源確保のために広告を掲載しています。

と　き　3月19日㈯～27日㈰午前9時～午後5時
※3月22日㈫は休館。最終日は午後3時まで。
ところ　文化活動交流館　ギャラリー

と　き　5月5日(木・祝)
ところ　鹿沼カントリー倶楽部(藤江町)
対　象　市内在住・在勤者とその同伴者
定　員　400人(先着順)　　参加料　2,000円
プレー代　7,070円(食事代別、キャディ付は3,520円増)
※鹿沼72CC正会員はメンバー扱い。
競技方法　18ホール、ストロークプレー、ぺリア方式
※状況により、変更となる場合があります。
申　込　3月3日㈭から、事務局へ直接または電話で。
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新型コロナウイルス感染症の影響
による国保税等の減免について

春季全国火災予防運動

春分の日ごみの対応について

税務課税制係　☎（６３）２１１７

予防課予防係　☎（63）1155

廃棄物対策課廃棄物対策係　☎（64）3241

献血にご協力ください
県西健康福祉センター　☎（64）3029

応急手当講習会開催のお知らせ
警防救急課救急推進係　☎（６３）１１４６

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金

　新型コロナウイルス感染症の影響により、一定の
要件を満たす人に対し、国民健康保険税・介護保険
料・後期高齢者医療保険料（以下保険税等）の減免を
実施しています。
対象者　次の①②いずれかに該当する人
①�主たる生計維持者（世帯主）が死亡または重篤な疾
病を負った世帯の人。
②�主たる生計維持者（世帯主）の令和３年中の事業収
入（営業・農業など）、不動産収入、山林収入または
給与収入のいずれかが、令和２年中のものと比べて
３０％以上減少した人。
※�対象の保険税等により、所得制限等減免の基準が
異なります。対象収入に対する令和２年中の所得が
０円の場合は減免になりません。
※事業収入等に株の取引分は含まれません。
※�新型コロナウイルス感染症の影響によることが明
らかでない場合は減免対象外です。

対象期別　�令和３年度の保険税等で令和３年４月１日か
ら令和４年３月３１日までの間に普通徴収の
納期限が設定されているもの（特別徴収の
場合はその間の年金の支払日に保険税等
の天引きがあったもの）

申　請　�３月３１日㈭までに、市から送付済みの納税
通知書等をご用意の上、事前に税制係に電
話してください。状況を確認し、該当になる
場合は減免申請書等を郵送でお送りします。

〇運動期間　3月1日㈫～7日㈪
〇2021年度全国統一防火標語
　「おうち時間　家族で点検　火の始末」
〇住宅防火　いのちを守る　習慣・対策
＜4つの習慣＞
①寝たばこは絶対にしない、させない。
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③こんろを使うときは火のそばを離れない。
（着衣着火に注意する）
④コンセントを清掃し、不必要なプラグは抜く。
＜6つの対策＞
①安全装置が付いたストーブ、こんろ等を使用する。
②�住宅用火災警報器を定期点検し、10年を目安に交
換する。
③寝具・衣類・カーテンは防炎品を使用する。
④消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
⑤避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
⑥地域ぐるみの防火対策を行う。

　3月21日（月・祝）春分の日は、ごみステーションの収
集と環境クリーンセンターへのごみの持ち込み受け
入れは休みです。

財源確保のために広告を掲載しています。

と　き　3月10日㈭
　　　　午前9時30分～11時30分、午後1時～4時
ところ　県上都賀庁舎　駐車場(献血バス内)
申　込　不要。直接会場へ。

と　き　３月１３日㈰午前９時～１０時
ところ　消防本部３階　大会議室
内　容　胸骨圧迫、ＡＥＤ取り扱い、異物除去、止血法
※事前に応急手当ＷＥＢ講習受講が必要です。
対　象　市内在住・在勤者　　定　員　先着１５人
参加料　無料
持ち物　マスク（着用必須）、動きやすい服装

健康チェック表、ＷＥＢ講習受講証明書
申　込　３月９日㈬までに、電話で救急推進係へ。

臨時特別給付班コールセンター　☎（63）8377
平日午前９時～午後４時３０分

対　象　�基準日（令和３年１２月１０日）時点で鹿沼市
に住民登録があり、令和３年度分の住民税
が非課税である世帯

※ＤＶ避難者等は申請が必要なため、ご相談ください。
金　額　１世帯あたり１０万円
時　期　２月下旬頃対象世帯に確認書を発送します。
手続き　�確認書の記載事項を確認して、同封の返信

用封筒により必ず市へご提出ください。
提出期限　�確認書の発行日から３カ月。提出がない場

合は、受給を辞退したものとみなします。
支給方法　確認書に記載された口座への振り込み
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事業復活支援金のご案内

「登録型本人通知制度」に登録を

かぬまのすがた  ～統計データより～

学生納付特例の継続の申請書
(はがき)が送られます 事業復活支援金事務局　☎0120（789）140

市民課市民サービス係　☎（63）2121

情報政策課情報統計係　☎(63)2256

宇都宮西年金事務所　☎028（622）4281
国民年金課（音声案内②→②）

　新型コロナウイルス感染症により、大きな影響を受
ける事業者に対し事業規模に応じた給付金を国が支
給します。
対　象　�令和3年11月～令和4年3月のいずれかの

月の売上高が平成30年11月～令和3年3
月までの間の任意の同じ月の売上高と比較
して30％以上減少した事業者

　通知を希望する人は、事前登録が必要です。
〇対象になる証明書
・住民票の写し　　・住民票記載事項証明書
・戸籍の附票の写し　　・戸籍の謄本または抄本
・戸籍記載事項証明書
〇通知内容
・証明書の交付年月日　　・証明書の種別と通数
・交付請求者の種別（代理人または第三者）
〇登録期間　登録日から3年
〇登録できる人
・住民基本台帳に記録されている人
・鹿沼市の戸籍、戸籍の附票に記録されている人
※除かれた人を含む
〇登録方法
　本人確認書類（運転免許証・パスポート・マイナン
バーカード等）を持参し、市民サービス係（市役所行政
棟1階①番窓口）へ申請。

●「今年は寅年」─十二支別人口とその順位─
　寅年生まれの市民は、７，７５８人で、年男は３，
８６６人、年女は３，８９２人です。

※内訳の合計は算出上、必ずしも総数に一致しません。

　令和3年度において学生納付特例制度を利用し、
令和4年度も引き続き学生である予定の人に対し、日
本年金機構より継続の申請書(はがき)が4月以降に
送付される予定です。必要事項を記入し、日本年金機
構に返送してください。
※�返送すれば年金事務所や市役所の窓口での手続き
は不要です。返送しない場合、再度窓口に「学生納
付特例申請書」を提出する必要があります。

※�事業規模により上限は異なります。詳しくは、事業
復活支援金ホームページをご確認ください。
問　合　事業復活支援金事務局へ電話で。
※申請は、専用のサイトからのみとなります。
※�申請のサポート会場もありますので、上記連絡先へ
お問い合わせください。

十二支 人口(人) 総人口に占
める割合（％） 人口順位

子（ね） 8,203 8.8 3
丑（うし） 8,476 9.1 1
寅（とら） 7,758 8.3 5
卯（う） 7,483 8.1 10
辰（たつ） 7,736 8.3 6
巳（み） 7,632 8.3 8
午（うま） 7,179 7.6 12
未（ひつじ） 7,764 8.4 4
申（さる） 7,664 8.2 7
酉（とり） 7,219 7.8 11
戌（いぬ） 7,498 8.0 9
亥（い） 8,351 8.9 2
総　数 93,040 100.0 ─

３月の休日等の水道修理工事当番店
３月  ５日㈯ Ｍ ． Ｔ 企 画 ☎（65）2702

６日㈰ ㈲ ナ ラ ブ 電 気 ☎（76）2668
１２日㈯ ㈲ 誠 設 備 工 業 ☎（64）6155
１３日㈰ 秋 澤 設 備 工 業 ☎（７５）３０７２
１９日㈯ ㈱ ツ ク イ ☎（65）４３１１
２０日㈰ ㈲ キ ク チ 設 備 ☎（７６）２０１３
２１日（月・祝） ㈱ オ オ モ リ ☎（８５）２１９５
２６日㈯ ㈱ 大 川 勝 平 商 店 ☎（８５）２１８５
２７日㈰ スズ キ 設 備 工 業 ㈲ ☎（８５）２４１８

給付上限額
売上高減少率 個人事業主 法人※
▲50％以上 50万円 250万円
▲30％以上▲50％未満 30万円 150万円

アドバイス

～消費生活センター通信～

　　
消費生活センター　☎（６３）３３１３

気を
つけて！あなたの身近に落とし穴！あなたの身近に落とし穴！

•	詳しい契約内容は目立たない場所への表示や、小
さい文字で書かれることもあり、注意が必要です。
•	解約の条件が定められていることもありますの
で、契約内容はよく確認しましょう。

〇通信販売の「定期購入トラブル」にご注意を！
　ネット広告を見て特別価格３千円の美容液を購
入。肌に合わず使用をやめていたところ商品が再
び届き、定期購入だと気が付いた。すぐに解約と
返品を申し出たが、「発送日の１０日前まででない
と対応できない」と言われた。２回目以降の価格は
１万円以上でとても高い。どうにかならないか。
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法 律 相 談 
（予約制）

弁護士が専門相談に応じます。
※�予約は、4月8日分は3月7日（月）、4月15日分は3月14日（月）、
4月22日分は3月22日（火）から受け付けます。

4月8日（金）・
15日（金）・22日（金）
午後1時30分～4時30分

と　　　き と	こ	ろ 問い合わせ 内　　　容

市役所
行政棟2階⑦

市役所
行政棟2階⑦

生活課生活係
☎（63）2122

登 記 相 談
（予約制）

司法書士・土地家屋調査士が、相続・登記の手続き、
境界測量、家屋の新築等に伴う登記等に関する相談
に応じます。※予約は3月7日（月）から受け付けます。
※�新型コロナウイルスの影響により、中止になる場合がありま
す。事前にお問い合わせください。

4月19日（火）
土地家屋調査士
午前10時～正午
司法書士
午後1時30分～3時30分

市民生活相談 相談員が日常生活上の悩み等の相談に応じます。月～金曜日
午前8時30分～午後5時

行 政 相 談
行政相談委員が国・県・市などの行政に関する相談に応じます。
※�新型コロナウイルスの影響により、中止になる場合があります。
事前にお問い合わせください。

松山弘子　小保方敏雄　石川実　島田哲英

市民情報センター
1階
粟野コミュニティ
センター

生計の悩み
相 談

生計や就労等の悩みを相談員が聞き、問題解決に向
けて支援します。

生活相談・支援
センター
☎（63）2167

月～金曜日
午前8時30分～午後5時

市役所
行政棟2階⑤

女 性 相 談
女性相談員が離婚やＤＶ（夫やパートナーなど親密
な関係にある男性から受ける女性への暴力）被害等
の相談に応じます。

人権推進課
☎（63）8352

月～金曜日
午前8時30分～午後4時

消費生活相談

成年後見制度
相談（予約制）

消費生活相談員が商品やサービスに関するトラブル
など消費生活全般についての相談に応じます。

司法書士が成年後見制度に関する相談に応じます。

消費生活センター
☎（63）3313

地域包括支援センター
☎（63）2175

市役所
行政棟2階⑦

市民情報センター
3階学習室3

月～金曜日
午前9時～午後4時

3月17日（木）
午前10時～正午

教 育 相 談 集団不適応、いじめ、不登校、発達の遅れ等の相談に
応じます。（電話による相談も予約制で受け付けます）

教育相談室
☎（63）0082

総合教育研究所
教育相談室

月～金曜日
午前9時～午後5時

青少年相談 子ども、若者の思春期における悩み、ひきこもり、ニート、
非行などの相談に応じます。

青少年指導センター
☎（63）8324

市民情報センター
4階

月～金曜日
午前8時30分～午後5時

外国人相談
日常生活の中で困っていること、聞きたいことなどの
相談を、スペイン語、ポルトガル語、英語、ベトナム語、
日本語で受けます。市役所窓口での通訳もします。市国際交流協会

☎（60）5931

月～金曜日
午前9時～午後5時 コミニーテ

（まちなか交流
プラザ内）国籍・在留資格

相 談
行政書士が、在留資格やビザなどの相談に応じます。
（前々日までに予約）

第3水曜日
午前10時～正午

３月の市民相談カレンダー

※「不動産なんでも相談」は、新型コロナウイルス感染リスク回避のため、しばらくの期間、休止します。

市役所
行政棟2階⑧

人権なんでも
相 談

人権推進課
☎（63）8351

3月10日（木）
午前10時～午後3時

鹿
沼
市
長 

佐
藤
　信

第１８回

信
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
こ
と

日常生活の中で「これは人権問題では？」と思うことは
ありませんか。人権擁護委員が相談に応じます。
※�新型コロナウイルスの影響により、中止になる場合がありま
す。事前にお問い合わせください。

3月18日（金）
午後1時30分～3時30分

　
こ
こ
最
近
、全
国
で
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

悲
惨
な
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
十
七
日
に
は
、大
阪
で
病
院
が
放
火
さ

れ
、院
長
を
は
じ
め
病
院
ス
タ
ッ
フ
、患
者
さ
ん
合
わ

せ
て
二
十
五
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。今
年

に
入
っ
て
埼
玉
県
で
は
、医
師
と
ス
タ
ッ
フ
が
猟
銃
で

撃
た
れ
死
傷
す
る
と
い
う
、な
ん
と
も
卑
劣
で
理
解
し

が
た
い
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
報
道
を
見
る
限
り
、犯
人
は
逆
恨
み
と
い
う
よ
り
本

人
達
の
自
殺
願
望
の
巻
き
添
え
に
し
た
感
も
あ
り
、全

く
身
勝
手
な
蛮
行
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、高
い
信

頼
の
も
と
、献
身
的
に
地
域
医
療
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

お
二
人
の
医
師
を
は
じ
め
、亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
皆

さ
ん
に
対
し
、心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、先
日
県
内
で
は
、電
車
内
で
の
喫
煙
者
に
対

す
る「
や
め
て
下
さ
い
」と
い
う
高
校
生
の
勇
気
あ
る

ま
っ
と
う
な
お
願
い
に
対
し
、暴
力
で
応
え
、重
傷
を

負
わ
せ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。「
何
か
が
お
か
し
い
」と
思
う
と
同
時
に「
も
し
、そ

の
場
に
自
分
が
居
合
わ
せ
た
な
ら
ど
う
し
た
だ
ろ
う
。

知
ら
ん
ぷ
り
す
る
の
は
卑
怯
だ
し
、も
う
若
く
な
い
の

で
止
め
に
入
る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
し
、ま
ず

は
や
っ
ぱ
り
１
１
０
番
だ
よ
な
」な
ど
な
ど
、し
ば
ら

く
考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
件
を
通
し
て
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
は
、自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
に
加
え
、

人
の
起
こ
す
事
件
事
故
に
つ
い
て
も
、常
日
頃
か
ら
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
す
。未
然
に

防
げ
れ
ば
何
よ
り
で
す
が
、万
が
一
起
き
て
し
ま
っ
た

時
の
た
め
、最
悪
を
想
定
し
つ
つ
、で
き
る
こ
と
は
全

力
で
。い
か
に
被
害
を
小
さ
く
で
き
る
か
は
、そ
の
準

備
、心
掛
け
次
第
だ
と
思
う
の
で
す
。
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令和4年4月～令和4年9月

令和４年度 鹿沼市ごみ分別収集カレンダー
※日程が変更となる場合があります。最新情報は市ホームページをご覧ください。

黒川西側・
粟野地域 

問い合わせ先　廃棄物対策課廃棄物対策係　☎(64)3241
令和４年10月以降のカレンダーは、広報かぬま８月号でお知らせする予定です。

※毎週水曜日はプラごみも収集しますのでご注意ください。
※朝8時30分までに、ごみステーションに出してください。
※�きちんと分別してください。分別できていないものは収集できません。
　正しく分別し直して、次回の収集日に出してください。

カレンダーの色に合わせてごみを出してください。(色のない日は収集はありません)

✂
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
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令和4年4月～令和4年9月

令和４年度
※日程が変更となる場合があります。最新情報は市ホームページをご覧ください。

黒 川 東 側 

問い合わせ先　廃棄物対策課廃棄物対策係　☎(64)3241
令和４年10月以降のカレンダーは、広報かぬま８月号でお知らせする予定です。

※毎週水曜日はプラごみも収集しますのでご注意ください。
※朝8時30分までに、ごみステーションに出してください。
※�きちんと分別してください。分別できていないものは収集できません。
　正しく分別し直して、次回の収集日に出してください。

カレンダーの色に合わせてごみを出してください。(色のない日は収集はありません)

✂
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い

鹿沼市ごみ分別収集カレンダー
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小学校下学年 ( １～３年生 ) 中学校小学校上学年 (4 ～ 6 年生 )

「第21回 鹿沼ジュニア版画大賞」 入賞者紹介
川上澄生美術館　☎(62)8272

応募総数2,444点の中から、大賞3点、準大賞9点、優秀賞50点、奨励賞101点、努力賞198点が選ばれました。

「大きなぶどうはどれだ」
粟野小学校２年
神山　楓斗さん

みどりが丘小学校1年　岡　琉之介さん　石川小学校2年　釜井　颯斗さん　津田小学校3年　日笠　仁菜さん
南摩小学校4年　田中　大喜さん　みどりが丘小学校5年　江取　楓華さん　みどりが丘小学校6年　倉持　美憂さん
北中学校1年　宇賀神　拓真さん　西中学校2年　菊池　日和さん　北犬飼中学校３年　渡邊　大翔さん

「がんばったミシン」
さつきが丘小学校５年
田村　裕都さん

「収集した本」
北犬飼中学校２年
菊地　美結さん

大賞 大賞 大賞

準大賞

新型コロナウイルスワクチン
１８歳以上の方の追加接種（３回目）を実施しています

健康課新型コロナウイルス感染予防対策室　☎(63)8393

▲�佐藤市長も3回目は武田／モデ
ルナ社製ワクチンを選びました。

5歳から11歳の方への初回接種も始まります
　小児用のワクチンが薬事承認されたことにより、5歳から11歳の方への初回接種（1・2回目）も3月か
ら始まります。接種券は、11歳から年齢ごとに順次発送します。
　疾病等により早期接種を希望する方は、新型コロナウイルス感染予防対策室までご相談ください。
※最新情報は、市ホームページやコールセンターでご確認ください。

　18歳以上の方への新型コロナワクチン3回目接種は、接種間隔が見直され、2回目の接種から6カ月経過
以降であれば接種ができるようになりました。集団接種会場では6カ月が経過した方の予約も受け付けて
います（個別医療機関では、原則として7カ月経過の方が対象です）。
■対象となる方　2回目のワクチン接種を終了した18歳以上の方
■接種券の発送　2回目のワクチン接種から6カ月が経過した方に順次接種券を発送します。
■使用ワクチン　・集団接種会場：武田／モデルナ社製ワクチン
　　　　　　　　・個別医療機関：ファイザー社製ワクチン

■交互接種　�3回目接種については、1、2回目に用いたワクチンの種類と異な
るワクチンの種類を接種する「交互接種」が可能です。交互接種
でも、安全性は同じワクチンを接種した場合と同様であると報告
されています。

■予約方法　�接種券がお手元に届いてから予約してください。
　・集団接種会場：�電話（予約・相談コールセンター☎0570(020)212）　　　

または予約サイト（右QRコード）から。
　・個別医療機関：各医療機関へ直接ご連絡ください。
　※接種未実施や電話予約に対応していない医療機関もあります。

2022.32323

ｅｃｏ
の
環

立
地
適
正
化
計
画

消
防
表
彰

フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
ド
ル

市
民
の
ひ
ろ
ば

健
康
・
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ご
み
収
集

ジ
ュ
ニ
ア
版
画
・
ワ
ク
チ
ン

ふ
る
さ
と
大
使

ジ
ュ
ニ
ア
版
画
・
ワ
ク
チ
ン



スナップ
　1月9日、市民文化センターで「鹿
沼市20祭2022」が開催されました。
　1,010人の新成人が、思いを新た
に力強い一歩を踏み出しました。

◀詳しくはこちらをご覧ください

　「たべまるｂｙタベスケ」は、賞味期限が近いなどで、まだ食べられるのに捨てられてしまう可能性の高い
食品をお店が値段を下げて出品し、市民はその中から欲しい食品をお得に買うことができるマッチングサー
ビスです。
　あなたの「お得」が地球環境を救います。この機会に、食品ロス削減や環境運動に気軽に参加してみませ
んか。
※３月１日～ 8月31日までは実証実験になります。実験結果が良好であれば正式導入になります。

売れ残りそうな
食品等

利用者

家計にやさしい

▼詳しくはこちら
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